
1．緒　　言

植物の藍（タデアイ）は，日本における藍染め染料の原料植
物としてよく知られているが，古くから「藍は肌荒れに効く」
として民間伝承の薬としても用いられてきた。弘前大学では
2000年から天然物有機化学を専門とする教育学部北原晴男教
授（当時）らが中心となり，この民間伝承に着目して，藍に関
する研究がスタートした1）。その結果，藍から抽出されたトリ
プタンスリン（T，図-1a）という物質が，アトピー性皮膚炎
の原因菌であるマラセチア・フルフル菌に対して高い抗菌性を
示すことがわかった2）。それは，アトピー性皮膚炎の治療薬と
しても用いられる硝酸ミコナゾールの6倍もの高い抗菌性だっ

た。その後，2003年に皮膚科学が専門の医学研究科花田勝美
教授（当時）らが，マラセチア菌が関与する皮膚疾患のある患
者に対し臨床試験を行ったところ，マラセチア毛包炎が消え，
皮膚に対する刺激反応やアレルギー反応についても問題ないこ
とがわかった3）。さらに，細菌学が専門の医学研究科中根明夫
教授（当時）らの研究により，接触性皮膚炎に対して抑止効果
があることもわかった4）。著者の主宰する研究室では，2006年
からトリプタンスリンの研究に加わり，天然からは得ることの
できない種々のトリプタンスリン誘導体を化学合成し，抗菌性
に対する構造活性相関を調べていた。その過程で，トリプタン
スリンの2-位の水素をアミノ基（-NH2）に置換した2-アミノ
トリプタスリン（T2NH2，図-1b）がほかのトリプタスリン誘
導体に比べてきわめて強い蛍光を示すことを偶然見つけた。そ
こから，新たに蛍光色素としてのトリプタンスリンの研究がス
タートした。まずは，最初の蛍光性トリプタンスリンである
T2NH2の吸収・発光特性から紹介することにする。

2．T2NH2の吸収・発光特性

図-2にアセトニトリル（MeCN）中でのT2NH2とTの吸収ス
ペクトルと蛍光スペクトルを示す。TのS0→S1遷移に対応する
吸収帯の吸収極大波長（λa,max）は紫外領域の394 nmであるが，
T2NH2のλa,maxはより長波長側の可視領域の451 nmにあり，モ 
ル吸光係数（εa）の値も大きいことがわかる。一方，Tの蛍光極 
大波長（λf,max）は521 nm，T2NH2は588 nmで，λa,maxに対応し
てT2NH2のほうがより波長側で観測された。蛍光量子収率（Φf）
の値は，Tの0.0085）に対し，T2NH2は0.566）で，効率良く発
光する。次に，極性の異なる溶媒中でのT2NH2の蛍光スペク
トルを図-3に示す。用いた溶媒は，トルエン（PhMe，ε＝2.43），
クロロホルム（CF，ε＝4.89），酢酸エチル（EtOAc，ε＝6.03）， 
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図-1　a）Tとb）T2NH2の構造式

【図表について】電子ジャーナルサイト「J-STAGE」ではカラーでご覧
いただけます。https://www.jstage.jst.go.jp/browse/shikizai/-char/ja/
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要　　　　旨

本州最北端の青森県にある国立大学の弘前大学では，2000年から植物の藍から抽出されるトリプタンスリンに関する研究がスター
トし，アトピー性皮膚炎の原因菌であるマラセチア・フルフル菌に対して高い抗菌性を示すことや，接触性皮膚炎に対して抑止効果
があることなどを報告してきた。その研究の過程で，いくつかのトリプタンスリン誘導体を合成し，抗菌性に対する構造活性相関を
調べていたところ，トリプタンスリンの2-位にアミノ基を導入した2-アミノトリプタスリンが強い蛍光を示すことを偶然見つけ，蛍
光色素としての研究が新たにスタートした。本稿では，これまで弘前大学で行われてきた，蛍光性トリプタンスリンの研究について
紹介する。
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